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『もりのなか』 世界傑作絵本シリーズ　－アメリカの絵本－

P e e kP e e k  a  B o oB o oP e e k  a  B o o ～ あかちゃんとおかあさんの絵本の時間 ～
11月17日（火）　10：30～11：00　☆毎月第3火曜日☆

＊子どもの本棚＊
核になる絵本19冊（No.5）

　マリー・ホール・エッツは1895年、アメリカのウィスコンシン州に生まれま
した。子どものころ「一人で森へ出かけて行って、動物たちが現れるのをじっ
と待っているのが好きだった」というエッツは、自分の幼少時代の思い出を
もとに多くの絵本を描いています。1934年に夫を病気で亡くし、自分を慰
めるために少しずつ描いた作品が『もりのなか』です。
　「ぼく」は、紙の帽子をかぶり、新しいラッパを持って森に散歩に出掛け
ました。昼寝をしていたライオンは髪をとかしてから、象の子はセーターを着
て、熊はなめていたジャムを持って、カンガルーは太鼓を持って…いろいろ
な動物たちが、支度をしてぼくの散歩についてきます。森でたくさん遊んで、
かくれんぼの鬼になったぼくが目を開けると、動物たちはいなくなっていて、そのかわりにお父さんがいたので
した。迎えに来たお父さんに「きっと、また今度まで　待っててくれるよ。」とうながされ、肩車に乗って帰って
いきます。
　思う存分空想の世界を楽しんだ後、帰ることのできる温かな場所がある…この何物にも代え難い安心感から
か、またすぐにページを繰って動物たちに会いに行きたくなります。
　子どもの空想の世界を描いた本が珍しかった時代。エッツは「心に静かに染み入り、温かく子どもを包んでく
れる絵本」を多く生み出し、その作品は今なお新鮮な喜びをもって迎えられています。
　この絵本の読み聞かせをすると、子どもたちは黒一色のシンプルで優しい絵に誘われ、自分も動物の行列に
並んだ気分になって楽しんでいるようです。文章量が少なく、繰り返しで構成されたお話なので、２歳前後か
ら楽しむことができます。
　マリー・ホール・エッツや同時代の作家の原書や翻訳本を手に取ってご覧いただけます。時代を超えて愛さ
れ続ける絵本の数々を、お楽しみください。

＊くつしたのあな＊ ～幼児から小学生のためのストーリーテリングと
　　　　　　　　　　　　　　　　　読み聞かせの時間～

11月21日（土）　14：30～15：00　☆毎月第3土曜日☆

＊読み聞かせ勉強会＊
11月12日（木）　10：00～12：00　☆毎月第2木曜日☆

マリー・ホール・エッツ 文／まさきるりこ 訳　1963年発行　福音館書店

＊朝の調べ＊
♪図書館でピアノコンサート
11月15日（日）　 9：00～9：30　【開場8時45分】
ピアノ　寺田　晶子さん　　ソプラノ　汲田　幸世さん

★クリスマス　コンサート★
12月6日（日）　 9：00～9：30　【開場8時45分】

ピアノ　梅原　千景さん・森岡　姫代さん

＊企画展＊
展示期間　11月8日（日）まで

「子どもたちへの贈り物　素敵な絵本」
　　　　　　　　　　　̶１９５０～６０年代の海外の絵本作家を中心に̶

絵本提供：つくし文庫主宰　青山章子氏（兵庫県在住）

絵本の読み聞かせ　７日（土）・８日（日）　10：30～11：00

～ボランティアにより運営されています～
天王コミュニティーセンター図書室

木曜日 16:30～18:30
土曜日 10:00～12:00

開室日

11月14日（土）　10：30～11：00　☆毎月第2土曜日☆
＊おはなしの森＊おはなし会

本　館

毎週月曜日・祝日
館内整理日
11月27日（金）

月・水・金・日曜日
祝日
11月3日（火・文化の日）

枝川分室

　 850－4360 　 850－4350

開館時間

休　館　日

電話番号

9：30～18：00

※いの町立図書館の本は返却できません。


